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第 2 章では、第 1 章で示された生化学反応よりも複雑な生化学反応として、リポソーム中でネットワーク構造を持
つ生化学反応を行うことについて試みた。具体的には、 830 無細胞蛋白質翻訳溶液中において、 8P6 プロモーター下





















(1) リポソーム内での蛋白質合成反応のモデルとして、 GFP (緑色蛍光蛋白質)遺伝子による 830 無細胞転写翻訳
溶液を用いた、 GFP の転写翻訳反応が可能であることを示している。
(2) 遺伝子ネットワーク反応のモデルとして、 8P6 プロモーターと T7RNA ポリメラーゼ遺伝子および、 T7 プロ
モーターと GFP 遺伝子を用いた 2段階カスケード反応を構築し、そのカスケード反応が 830 無細胞転写翻訳溶液を
用いて、リポソーム内で可能であることを示している。
(3) 大きさや形が不均一である個々のリポソームの内部体積と膜量を、それぞれ蛍光標識し、セルソーターでの測
定によって定量化する方法を開発している。そして、リポソーム溶液中における個々のリポソームの内部体積と膜量
が、溶液中でどの様に分布しているかを示している。またこの方法により、個々のリポソームにおける体積あたりの
反応効率を評価できることを示している。
以上のように、本論は人工生命モデル構築に関する基盤として有益な知見を明らかにしており、これまでのリポソ
ームを用いた人工生命モデルに関する研究や、リポソームを医薬・工学に応用してゆく応用生物工学の発展に寄与す
るところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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